
借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談下さい。

受付時間：平日９時～１７時１５分　ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３　※完全予約制です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。

法律相談料が変わりました。

・初回相談が、３０分まで無料になりました！

・初回３０分超また２回目以降は３０分３５００円です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。お問合せ下さい。

阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）
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広
告

く ら し の 情 報

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
～
15
日

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
は
、春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
で
す
。

ま
た
、４
月
10
日
は「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

　

左
記
運
動
重
点
を
ご
確
認
の
う

え
、交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
重
点

❶�

歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

❷�

後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

❸
飲
酒
運
転
の
根
絶

※�

酒
酔
い
、酒
気
帯
び
運
転
者
だ

け
で
な
く
、同
乗
者
、車
両
提
供

者
、酒
類
提
供
者
に
も
厳
し
い

罰
則
が
下
さ
れ
ま
す
！

問
市
役
所
総
務
課
防
災
交
通
係

☎
２
２
・
３
１
１
１

熊
本
地
震
で
二
重
の
住

宅
ロ
ー
ン
を
抱
え
る
方

を
支
援
し
ま
す

　

県
は
、熊
本
地
震
で
住
宅
に
被

害
を
受
け
て
二
重
の
住
宅
ロ
ー
ン

を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
方
で
、

以
下
の
３
点
全
て
に
該
当
す
る
方

を
対
象
と
し
て
、既
存
ロ
ー
ン
の

i n f o r m a t i o n

利
子
相
当
額(

上
限
５
０
万
円)

を
補
助
し
ま
す
。

❶��

３
０
０
万
円
以
上
の
新
た
な
住

宅
ロ
ー
ン
を
契
約

❷�

被
災
住
宅
の
既
存
ロ
ー
ン
残
高

が
５
０
０
万
円
以
上

❸�

世
帯
員
に
課
税
所
得
金
額
が

７
８
０
万
円
を
超
え
る
人
が
い

な
い

問
熊
本
県
住
宅
課

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
５
５
０

所
得
税
・
消
費
税
の
振
替

期
日
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　
「
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
」並
び
に「
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
」（
個
人
事
業
者
）の
振

替
期
日
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ
、納

付
税
額
が
発
生
し
、口
座
振
替
を

ご
利
用
の
方
は
、振
替
期
日
の
前

日
ま
で
に
、預
貯
金
口
座
の
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、昨
年
ま
で
は
、口
座
引
き

落
と
し
の
都
度
、金
融
機
関
か
ら

領
収
証
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、今
年
か
ら
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
通

帳
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

●
振
替
日

▽
所
得
税　

４
月
20
日
㈭

▽
消
費
税　

４
月
25
日
㈫

問
阿
蘇
税
務
署

☎
２
２
・
０
５
５
１

使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
を
回
収
し
て

い
ま
す

　

市
で
は
、ご
み
の
減
量
や
循
環

型
社
会
の
形
成
推
進
を
図
る
た

め
、�

使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
の
回
収
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

市
役
所
及
び
各
支
所
に
回
収
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、回
収

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

回
収
対
象　

▽
ブ
ラ
ザ
ー
工
業

㈱
▽
キ
ヤ
ノ
ン
㈱
▽
デ
ル
㈱
▽

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱
▽
日
本

ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド

㈱
の
５
社
が
製
造
・
販
売
す
る

純
正
の
家
庭
用
イ
ン
ク
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ

※�

平
成
27
年
度
回
収
実
績

　

22
・
５
㌔

問
市
役
所
市
民
課�

生
活
衛
生
係

☎
２
２
・
３
１
３
５

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　

聴
覚
障
が
い
者
、特
に
中
途
失

聴
者
、難
聴
者
の
方
の
社
会
参
加

を
支
援
す
る
た
め
、話
し
言
葉
を

文
字
に
変
え
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
う
要
約

筆
記
者
養
成
講
座
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

●�

と
き　

５
月
11
日
㈭
か
ら
10
月

26
日
㈭
ま
で（
全
23
回
）

※�

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で

● 

と
こ
ろ　

熊
本
県
身
体
障
が
い

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
東

区
長
嶺
南
２
丁
目
３
―
２
）

●
定
員

①
手
書
き　

20
人

②
パ
ソ
コ
ン　

20
人

●
費
用

　

３
４
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
込
方
法

電
話
で
熊
本
県
聴
覚
障
害
者
情
報

提
供
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

４
月
30
日
㈰

お
知
ら
せ

講�

座

【広報誌・パンフレット掲載記事のお詫びと訂正】

●広報あそ 3月号 10㌻（阿蘇中岳これまでの経緯の記事）
【誤】�H26.9.14　��【正】H27.9.14
【誤】H26.11.24　【正】H27.11.24

●平成29年度阿蘇市生涯学習講座受講生募集パンフレット
　�就業改善センターで行われている「コール・アモローソ」
の連絡先は、正しくは「☎ 22-1502」です。

以下について誤りがありました。お詫びして訂正します。



市
文
化
協
会
主
催

文
化
講
演
会

　

阿
蘇
市
文

化
協
会
に
よ

る
文
化
講
演

会
を
開
催

し
ま
す
。講
師
に
東
京
大
学
名
誉

教
授
、熊
本
県
立
劇
場
館
長
兼
理

事
長
を
務
め
、テ
レ
ビ
番
組
な
ど

で
活
躍
中
の
姜
尚
中（
カ
ン
・
サ
ン

ジ
ュ
ン
）氏
を
お
迎
え
し
、講
演
い

た
だ
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で

す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

談
窓
口
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、必
要
に
応
じ
て
更

に
適
切
な
支
援
を
提
供
で
き
る
機

関
と
連
携
し
、利
用
者
様
が
よ
り

よ
い
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
心
が

け
て
お
り
ま
す
。

　

対
象
は
、熊
本
県（
熊
本
市
を
除

く
）に
お
住
ま
い
の
15
歳
か
ら
40

歳
未
満
の
方
と
、そ
の
ご
家
族
、ご

友
人
・
知
人
の
方
で
す
。一
人
で
抱

え
込
ま
ず
に
、ま
ず
は
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問�

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー��

こ
こ
ん

☎
０
９
６
・
３
８
７
・
７
０
０
０

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

�

熊
本
県
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
・
３
８
３
・
５
５
９
５

未
来
は
、一
本
の
電
話

か
ら
。お
悩
み
の
と
き

は
、『
こ
こ
ん
』へ

　

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
『
～CO

CO
N

～

こ
こ
ん
』は
、ニ
ー
ト
、ひ
き
こ
も

り
、不
登
校
な
ど
熊
本
県
の
子
ど

も
・
若
者
を
対
象
と
し
た
総
合
相
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《4月の主な催し》　 ● 4/8 ㈯　阿蘇大観の森植樹式典（山田）・管内保育園入園式
　　　　　　　　　　　● 4/10 ㈪　阿蘇中央高校入学式　　　　● 4/11 ㈫　管内小・中学校入学式
　　　　　　　　　　　● 4/16 ㈰　熊本地震犠牲者の方への黙とう（阿蘇市役所）・第１９回阿蘇マルシェ（阿蘇草原保全活動センター）
　　　　　　　　　　　　　　・命の凧揚げ大会（阿蘇草原学習館）

《400mL 献血》　 ● 4/11 ㈫　阿蘇市役所（自動車整備組合阿蘇支部青年部主催）　9:45 ～ 12:00 ／ 13:15 ～ 16:00

広
告

●
と
き　

４
月
22
日
㈯

　

午
後
３
時
～

● 

と
こ
ろ　

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
内
牧
）

問
阿
蘇
市
文
化
協
会
事
務
局

☎
０
９
０
・
３
０
１
０
・
２
８
５
２

阿
蘇
山
麓
・
湧
水
の
里
手

野
の
草
原
で
ワ
ラ
ビ
狩
り

　

特
別
に
許
可
さ
れ
た
草
原
に

入
っ
て
、ワ
ラ
ビ
狩
り
を
行
い
ま

す
。大
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
の

で
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

●
と
き　

４
月
23
日
㈰

※
順
延
日
は
４
月
30
日
㈰

● 

集
合　

午
前
10
時（
阿
蘇
草
原

保
全
活
動
セ
ン
タ
ー
）

●
参
加
費

▽
大
人　

１
５
０
０
円

▽
３
歳
以
上
小
学
生
以
下

　

１
０
０
０
円

※�

保
険
・
昼
食
代
込（
２
歳
以
下
は

無
料
。昼
食
は
つ
き
ま
せ
ん
）

● 

持
参
物　

▽
軍
手
・
タ
オ
ル
・
帽

子
・
手
野
の
名
水
を
入
れ
る
ボ

ト
ル

● 

定
員　

35
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

※�

小
学
生
以
下
の
お
子
様
は
保
護

者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

☎
３
５
・
５
０
７
７

催�

し

相�
談

阿蘇にきなっせ！
がまだす子どもたちの笑顔で熊本ば 〝かせするモン″

命の 凧 揚 げ 大 会
開催日 4月 16日日 9時30分受付

ところ 阿蘇草原学習館 阿蘇草原保全活動センター内

イベント1 イベント2 イベント3

四股ふみ
● 9：30 ～
●相撲神社ほか

草泊まり造り
● 10:30 ～
●阿蘇草原学習館

凧揚げ※

● 13:00 ～
●内牧遊水地

※ 凧づくりワークショップは阿蘇草原学習館で 11 時 15 分
から。材料費 300 円が必要です。

申　込
●いずれのイベントも事前申込が必要です。
●申込締切は４月１０日（月）まで。

☎ 090-8913-8146 または FAX:0969-42-0295 に
①参加したいイベント　②参加者氏名（代表）
③参加人数　④連絡先　をお知らせください。

主催：FUJISAN 地球フェスタ WA 実行委員会
（問い合わせ）090-1510-4002

先着 1000 名様に
竹炭パック（和紙で包まれた消臭剤）プレゼント！
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

熊
本
地
震
を
経
験
し
て

一
の
宮
中
学
校
１
年　

山
本　

晴せ
い

　
地
震
な
ん
て
、熊
本
に
は
来
な
い
だ
ろ
う
。た
と
え

地
震
が
来
た
っ
て
、そ
こ
ま
で
強
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

今
ま
で
私
は
、ず
っ
と
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。最
初

の
地
震
が
来
た
と
き
も
、今
日
だ
け
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
た
自
分
を
悔
や
み

ま
し
た
。ど
う
し
て
私
は
、あ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
。心
の
中
で
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

二
度
目
の
地
震
が
来
た
と
き
、私
は
自
室
の
二
段

ベ
ッ
ド
で
姉
と
寝
て
い
ま
し
た
。夜
中
に
大
き
な
地

震
が
来
た
と
き
、姉
は
、

「
ベ
ッ
ド
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
か
と
思
っ
た
。」

と
、言
っ
て
い
ま
し
た
。

地
震
が
来
た
と
き
、私
は
す
ぐ
に
目
を
覚
ま
し
て
ふ

と
ん
の
中
に
も
ぐ
り
込
み
ま
し
た
。ゆ
れ
が
収
ま
る

と
、家
族
全
員
が
居
間
に
集
ま
り
ま
し
た
。そ
の
と
き

の
光
景
は
、今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。真
っ
暗
で
、

周
り
も
何
も
見
え
な
く
て
、携
帯
の
光
で
周
り
を
見

る
と
、い
ろ
ん
な
物
が
床
に
散
ら
ば
り
、食
器
は
割
れ

て
、服
も
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
。何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
、そ
の
時
は
も
う
、お
母
さ
ん
た
ち
に
つ
い
て

行
く
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、最
低
限
の
食
料
を
持
ち
、市
役
所
に
行
き

ま
し
た
。車
中
泊
な
ん
て
初
め
て
で
、な
か
な
か
寝
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。お
腹
が
す
い
て
も
食

べ
る
物
も
な
く
、電
気
も
通
っ
て
い
な
い
。ど
う
に
か

し
よ
う
と
家
に
帰
っ
て
、お
な
べ
で
お
米
を
炊
き
ま

し
た
。そ
し
て
、お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て
、も
う
一
度
市
役
所
に
戻

る
と
、一
の
宮
小
学
校
が
避
難
所
と
し
て
開
放
さ
れ

て
い
た
の
で
、一
の
宮
小
学
校
の
避
難
所
に
入
り
ま

人 権 作 文 平成28年度 阿蘇市人権作文集「かけはし」より ※学年は平成28年度時点。

し
た
。中
は
人
が
い
っ
ぱ
い
で
、み
ん
な
疲
れ
た
よ
う

な
顔
を
し
て
い
て
、暗
い
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、電
気
も
通
り
始
め
て
、ご
飯
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、日
常
に
近
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。家

に
帰
っ
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、た
く
さ
ん
の
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
り
、支
援
を
し
て
く
れ
て
い
る

の
を
知
っ
て
、心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。ま
だ
、完

全
に
元
に
戻
っ
た
訳
で
は
な
い
け
ど
、少
し
ず
つ
で

も
日
常
に
戻
れ
る
よ
う
に
、が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

入
学
し
て
四
日
後
に
熊
本
地
震
が
発
生
し
、
そ

の
後
、
約
三
週
間
の
休
校
が
続
き
ま
し
た
。
学

校
に
行
け
ず
、
友
達
に
も
会
え
ず
、
水
も
電
気

も
使
え
な
い
と
い
う
「
非
日
常
」
の
生
活
に
、

不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

不
安
な
中
で
も
た
く
さ
ん
の
方
々
が
支
援
を
し

て
下
さ
る
姿
を
目
の
あ
た
り
に
し
、「
人
の
温

か
さ
」
を
実
際
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」
と

い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

普
段
の
生
活
に
戻
っ
た
今
も
、「
日
常
」
の
生

活
が
送
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
何
事
に

も
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、努
力
し
て
い
ま
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

広
告
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阿蘇ジオパーク推進協議会
〒 869-2221�熊本県阿蘇市役犬原 805 番地�旧役犬原小学校（熊本地震の影響による仮事務所）
TEL:�0967-34-2089�FAX:�0967-34-2090
公式ウェブサイト：http://www.aso-geopark.jp/　フェイスブック：https://www.facebook.com/AsoGeopark/

ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　

ジオパークは、地球の活動が
つくりだす大地、そこで育ま
れる生きものや恵み、それら
を人々が活用し築きあげる
文化を、観て、遊んで、味わ
い、地球と私たちの暮らしの
『つながり』を知り、地球とよ
り良く暮らすことを考える
きっかけとなる場所です。

～阿蘇の大地が生んだ極上のブランド～
阿蘇ジオパーク認定品を味わおう！

WHAT? ―認定品って何？
　「阿蘇ジオパークブランド認定品」という言葉を聞
いたことはありますか？阿蘇ユネスコジオパークで
は、阿蘇地域で産出・生産され、阿蘇火山と人々の暮
らしとのつながりを語ることができ、こだわりを持
つ発想豊かな商品について、特に優れたものを認定
し、ジオパークの取り組みの中で阿蘇ならではの商
品としてその魅力を国内外へ発信しています。

WHY? ―なぜ認定するの？
　ジオパークでは、地球の活動でつくられた大地と
私たちの暮らしのつながりを学び、地球環境にやさ
しく、資源を有効的に活用します。噴火、地震、豪雨な
ど自然現象に対する理解を深め、災害に備えること
で、地域住民が幸せに持続可能な暮らしができるよ
う、その普及啓発活動を行っています。
　阿蘇ジオパークブランド認定制度は、その活動の
中の一つ。商品から、阿蘇の大地を知ることを目的に
始まりました。認定商品は、阿蘇の大地の豊かな恵み
を人々がうまく活用して生まれた極上ブランド！恵
みを知り、人々の手が加わることで、新たな価値がプ
ラスされ、地域経済の活性化につながっています。

　また、商品から大地と人々のつながりを知ること
で、地球環境にやさしい暮らしを考えるきっかけに
なることを望んでいます。

HOW? ―どう味わえるの？
　阿蘇ジオパークブランド認定品は、阿蘇地域内に
全７１商品！あか牛や高菜などの特産品をはじめ、
食事、スイーツ、湧水や牛乳、工芸品など、お土産にも
最適なユニークで多様な商品が勢ぞろい。平成２８
年度阿蘇ジオパークブランド認定審査会では、多数
のご応募の中から、阿蘇中央高校の生徒が大切に育
てたお米「阿蘇のうまか米」も認定しました。
　まずは、阿蘇ユネスコジオパークの公式ホーム
ページから商品をご覧いただき、阿蘇ジオパークブ
ランド巡りを楽しんではいかがですか？

文化
暮らし

生きもの大地
(地形・地質）

阿蘇ユネスコジオパークの　　　な話題をお届け。

商品を一部ご紹介！

菓心なかむら
中岳ショコラ

火山をイメージした、楽しい
フォンダンショコラ。レンジ
で１０秒チンすると、中から
まるで溶岩のようにとろり
とお餅が流れます。

まかない家MATSU
「阿蘇のめぐみ」
カルデラプレート

カルデラをイメージしたドーナツ
型のご飯にあか牛肉をたっぷりの
せ、阿蘇産トマトを使用したハヤ
シルーでいただく絶品メニュー！

工房ゆう
阿蘇中岳火山灰釉陶器

中岳の火山灰を釉薬に、阿蘇
黄土を粘土に使用し、阿蘇な
らではの独特の風合いを楽
しめる器。

（左）認定審査会の様子�（右）認定を受けた「阿蘇のうまか米」


